
WebView のアップデート 

WebViewのアップデートと自動アップデートの停止方法について説明します。 

 

WebViewは、AOSPモードに設定している場合、自動アップデートは、行われません。 

GMS モードに設定していると、Google で新しいバージョンの WebView がりしーすされると、自動的にアップデ

ートされます。 

アップデートが行われた場合、アプリがWebViewを使用していると、アプリが再起動されます。 

Google Play Storeを無効設定にすることにより、自動アップデートを停止することができます。 

「Android System WebView」の手動アップデート手順 
1) Devices をクリックして、アップデートを行うデバイスを選択します。 

 
 



2) 「GMS Settings」を選択し、右上の「Edit」ボタンをクリックして「GMS Restricted」を選択し、「Apply」

ボタンをクリックして設定を変更します。 

設定を変更した場合、デバイスは、自動的に再起動します。 

 
 

3) 「Settings」を選択し、右上の「Edit」をクリックして、「Show Stock Apps」の設定をオンにします。 

 
 



4) 本体背面の電源ボタンとホーム・ボタンを同時に押します。 

画面のどこかをタッチするとパスワード入力画面になります。 

 
 

5) パスワードを入力して Control Panelを開きます。 

 
 



6) 「Google Play Store」をタッチして開きます。 

 
 

7) 右上の三つの点をタッチして、表示されたメニューの「Updates」をタッチします。 

 
 



8) アップデート可能なアプリの一覧が表示されます。 

一番下までスクロールしてください。 

 
 

9) 下から 2番目に「Android System WebView」があれば、アップデート可能です。 

「Android System WebView」が表示されていない場合は、既に、最新バージョンにアップデート済みです。 

 
 



10) 上にスクロールすると、「Installing…」の表示になっていて、アップデートが行われていることが確認できま

す。アップデートが終了すると、リストに表示されなくなります。 

左上の「←」をタッチして、「Google Play Store」のホーム画面に戻ります。 

 
 

11) 左上の「＜」をタッチして、Control Panelに戻ります。 

 
 

  



自動アップデートの停止手順 
アプリの自動アップデートは、「Google Play Store」が行っているので、「Google Play Store」を無効にして、自

動アップデートを停止します。 

 

1) Devices をクリックして、自動アップデートに停止を行うデバイスを選択します。 

 
 

2) 「GMS Settings」を選択し、右上の「Edit」ボタンをクリックして「GMS Restricted」を選択し、「Apply」

ボタンをクリックして設定を変更します。 

設定を変更した場合、デバイスは、自動的に再起動します。 

 
 



3) 「Settings」を選択し、右上の「Edit」をクリックして、「Show Stock Apps」の設定をオンにします。 

 
 

4) 「Devices」→「Apps」を選択して、左上の「Edit」ボタンをクリックします。 

「GMS Apps」までスロールして、GMSアプリの下の方にスクロールすると、「Play Store」があるので、ス

イッチをオフに変更します。 

 
 

－以上－ 


